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発表の流れ

•大穴地区の特徴、高齢化率、買い物困難地域の
実態について

•地域ケア会議で買い物支援を検討
•「買い物支援」事業実施までの準備
•現在までの実績
•成功の要因・影響
•現在の動き・今後の課題



医療法人沖縄徳洲会
大穴在宅介護支援センター
センター⾧ 大野三夫

社会福祉法人修央会
軽費老人ホーム福寿荘
法人本部⾧兼副施設⾧ 石神敏明

自己紹介

大穴在宅介護支援センター歴 １４年
地域ケア会議にて事務局的ポジション

当事業の役割：
大穴地区の課題を把握、方針決定、 事業
全体の舵取り

地域ケア会議にはＰＣ操作の助っ人として
関わったことがきっかけ。現在は、オブ
ザーバーとして地域ケア会議に参画（修央
会職員が地域ケア会議構成員）社会福祉士

当事業の役割：
企画立案、資源提供、ＰＲ担当



大穴地区の特徴

•交通不便で勾配のある土地柄であるが故か、隣
近所で助け合うことが自然と出来上がった。住
民同士の結びつきが強い。

•高齢化率は高いが、介護保険利用率は低い。勾
配のある坂を常日頃から歩くことが普通。
ちょっと外出するだけでもかなりの有酸素運動。
元気な高齢者が多い。

•大穴の住所名でありながら大穴地区隣接地区社
民協管轄地域があり。地域活動が分断。連携が
希薄。



大穴地区の特徴

•昭和40年代前半に宅地造成。昭和50年後半ま
では道路の舗装もなく最寄りの公共機関もなく
徒歩30分以上かけて最寄りの駅まで歩くほか手
段がなかった。路線バス整備も、アクセス悪く
相変わらず不便、地名通り穴だらけ。

•大穴地区にあった商店街は消滅。買い物不便地
域。

•治水悪く大雨の際は、冠水してしまう道路が多
数あり。梨畑がたくさんある緑の多い地域。



『人口推計調査報告書_船橋市』
（平成31年3月 発行）

24地区コミュニティ別の高齢化率
の推計（2023年）

平成31年3月に発行された報告書
において、2023年の推計値で第2
位の高齢化率である。
（出典）船橋市ＨＰ
https://www.city.funabashi.lg.jp/shisei/keikaku/002/sinsuikei_
d/fil/sinsuikei.pdf



『人口推計調査報告書_船橋市』
（平成31年3月 発行）

24地区コミュニティ別の高齢化率
の推計（2038年）

2038年の推計値においても、第4
位の高齢化率であり、今後15年
間も高い高齢化率で推移するコ
ミュニティであることがわかる。
（出典）船橋市ＨＰ
https://www.city.funabashi.lg.jp/shisei/keikaku/002/sinsuikei_
d/fil/sinsuikei.pdf



 買物困難度
Ａ：自宅から概ね300m以内に
スーパー、ドラッグストア、
ディスカウントストア、コンビ
ニ、生鮮食料品店が無い地域

B：自宅から概ね500m内にスー
パー、または概ね300m内にコン
ビニ等の店舗がある地域

C：自宅から概ね300m内にスー
パー等がある地域

 凡例

濃ピンク円：スーパーの半径
300m圏域

薄ピンク円：スーパーの半径
500m圏域またはドラッグストア、
ディスカウントストア、コンビ
ニ、生鮮食料品店の300m圏域

黒四角：店舗

黄色丸：移動スーパー巡回地点

赤線囲い：買い物に困難を感じて
いる住民が多いと考えられる地域

買物困難地域の24地区コミュニティ
別分析（令和5年3月作成）船橋市

（出典）船橋市ＨＰ
https://www.city.funabashi.lg.jp/jigyou/s
houkou/002/p072381_d/fil/kaimonokon
nan-bunseki.pdf



地域ケア会議で買い物支援を検討

•子どもたちが自宅を離れ、独居・老々世帯が増
加し、買い物難民が増加。車は買い物に必須。
運転技術が低下しても運転される方は少なくな
い。事故も多発。

•移動スーパー、宅配サービスでは物足り
ない。もっと自由に商品を選びたい。
衣類や日用品もお店で選びたい。

•自身でお店に行くことで、外出の意識
が芽生え生活に活気が出る。社会的交流
が図れ、介護予防につながる。



地域ケア会議とは

• 高齢になっても、できる限り住み
慣れた地域で自分らしらしく安心して
暮らし続けられるまちづくり（地域
包括ケアシステムの実現）に向けた一つの手法として、高齢者個
人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備（地域づく
り）を同時に図っていくことを目的とした会議です。

• 大穴地区地域ケア会議の構成員

大穴地区町会自治会連合会、大穴地区民生児童委員協議会、大穴地
区社会福祉協議会、大穴ボランティアの会、船橋北病院、デイサー
ビス大穴ゆめ倶楽部、特別養護老人ホーム船橋笑寿苑（社福修央
会）、北部保健センター、北部地域包括支援センター、大穴在宅介
護支援センター



軽費老人ホーム福寿荘で行っている
「買い物ツアー」を大穴地区に対し
て、提供できないか？と提案。
•福寿荘では毎月２回「買い物ツアー」を実施
•１４人乗りの車両で運転手１名、付き添い１名
で送迎、付き添いを行う。

•コロナ禍でも継続的に実施していた。



企画書を作成し、地域ケア会議に「買い物支援」事業を提案。



地域ケア会議が主体となり「買い物支援事業」を実施することが承認される。
細かな内容について、コアメンバーによる検討会議を実施。

大穴地区社会福祉協議会
生活支援コーディネーター 辻かよ子

医療法人沖縄徳洲会
大穴在宅介護支援センター
センター⾧ 大野三夫

社会福祉法人修央会
軽費老人ホーム福寿荘
法人本部⾧兼副施設⾧ 石神敏明

この３名が中心となり、本事業の運営を行うこととなる。

【役割分担】

辻 ：参加者の調整、状況把握、申込み管理、窓口担当

大野：地区の課題把握、方針決定、事業全体の舵取り

石神：資源提供（車・人）、ツールの作成、ＰＲ担当

定期的に３名が買い物支援に参加し、現地にて顔を合わせて、
課題や今後の方針などを話し合っている。



検討内容

•対象者は？→一人暮らし、または高齢者のみの
世帯であり、ご家族や知人等の買い物について
のサポートを受けられない方。おひとりで歩行
をすることが可能な方。（杖やシルバーカー等
の補助具を使用して歩行ができればＯＫ。）

•参加者募集方法は？→まずは、生活支援コー
ディネーター辻氏の居住地である大穴北８丁目
の住民で、上記対象者に該当する方に対して声
かけ。

•その他、細かな内容を検討した。



「参加者のしおり」を用意し、参加者に配布。事業の主旨や、注意点などを周知しました。



大穴地区社協だよりで告知をしま
した。（令和５年３月発行）



• 毎月２回実施（第２・４木曜日：祝日の場合順延）

• 運転手1台につき１名、付き添い１名（生活支援コーディネーター）

• 利用者の募集・受付は生活支援コーディネーター辻氏が対応。2日前頃に
メールで修央会及び千葉徳洲苑に、参加者リストが届く。

• 14人乗りコミューター１台＋8人乗りワゴン車１台（参加人数により、14
人乗り1台で対応）

• 参加者には、ネームホルダーを掛けていただき、一般客との判別ができ
るように工夫している。

• どんなサポートを行っているか？

→売り場の案内。

→セルフレジの操作方法をご案内。

→重い荷物を運ぶサポート。

→自宅に到着したら玄関先まで荷物を運ぶ。

運営の方法は？



現在まで、ほとんどの方がリピーターになり、毎回楽しみにされておりま
す。ご夫婦で参加されたり、ご近所の方同士で参加されたり、世間話をし
ながら、買い物を楽しんでいらっしゃいます。「いつもありがとうござい
ます。本当に助かっています。」と感謝の言葉をいただきます。

現在までの実績



現在までの実績（令和６年１月１１日現在）
日にち 参加者 台数 場所

4/13 ９名 １台

マミーマート
ダイソー
しまむら
船橋日大前店

4/27 １０名 １台

5/11 ８名 １台

5/25 ９名 １台

6/8 １３名 ２台

トライアル
八千代店

6/22 １２名 ２台

7/13 １４名 ２台

7/27 １５名 ２台

8/10 １４名 ２台

8/24 １２名 ２台

日にち 参加者 台数 場所

9/14 １０名 ２台

トライアル
八千代店

9/28 １２名 １台

10/12 １２名 １台

10/26 １０名 １台

11/9 １１名 １台

11/30 １３名 ２台

12/14 １３名 ２台

12/28 １１名 １台

1/11 １０名 １台

合計
実施回数

延べ
参加者数

平均
参加者数

１９回 ２１８名 １１.５名



 買物困難度
Ａ：自宅から概ね300m以内に
スーパー、ドラッグストア、
ディスカウントストア、コンビ
ニ、生鮮食料品店が無い地域

B：自宅から概ね500m内にスー
パー、または概ね300m内にコン
ビニ等の店舗がある地域

C：自宅から概ね300m内にスー
パー等がある地域

 凡例

濃ピンク円：スーパーの半径
300m圏域

薄ピンク円：スーパーの半径
500m圏域またはドラッグストア、
ディスカウントストア、コンビ
ニ、生鮮食料品店の300m圏域

黒四角：店舗

黄色丸：移動スーパー巡回地点

赤線囲い：買い物に困難を感じて
いる住民が多いと考えられる地域

買物困難地域の24地区コミュニティ
別分析（令和5年3月作成）船橋市

現在、黄色のエリアの買い物
難民を救うことができている。



生活支援コーディネーターとは

（1）概要

• 地域における高齢者の生活支援等サービス（助け合い活動等）の体制整備を推進してい
くことを目的に、サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能（主に資源開
発やネットワーク構築の機能）を果たす方を「生活支援コーディネーター」といいます。

• 市では、生活支援コーディネーターの配置に係る業務を「社会福祉法人船橋市社会福
祉協議会」に委託しており、平成30年10月1日現在、市内全24地区に配置が完了しまし
た。

（2）主な役割

• 各地区内における生活支援等サービス（助け合い活動等）の体制整備、普及啓発活動

• サービスの担い手の発掘・育成、ニーズとサービスのマッチング

• 生活支援等サービスの体制整備にあたり必要な地域の各団体のネットワークの構築 等

（船橋市ＨＰ 船橋市生活支援コーディネーターについて）



生活支援コーディネーターより

・大穴地区社会福祉協議会
生活支援コーディネーター辻氏より

「今回の買い物支援事業で、生活支援コーディ
ネーターらしい役割を作ってもらえて、本当に
感謝している。大穴地区の方を少しでも救えて
おり、とてもうれしく思っている。他の地域の
生活支援コーディネーターからこの業務のこと
を羨ましがられています。」



生活支援コーディネーターより

・大穴地区社会福祉協議会
生活支援コーディネーター辻氏より
「先日、参加予定だった方のお宅に訪問すると、鍵
の掛かった玄関ドアの向こうから、呂律がまわらな
い話し言葉が聞こえました。すぐに、隣の住人に声
を掛け、そのお宅の息子さんの電話番号をご存じ
だったので、連絡を取りました。その後、その方は
救急搬送され、入院に至りました。買い物支援でお
宅に訪問したことで、迅速な対応ができました。本
当に良かったです。」



成功の要因

・大穴在宅介護支援センター大野氏、大穴地区
社会福祉協議会辻氏は、大穴地区との関わりが
⾧く地域住民との信頼関係が厚い為、事業実施
に対する合意がスムーズに得られたこと。

・３人のコアメンバーの役割分担がしっかりと
出来ており、また、都度連絡を取っており、連
携がうまく取れていること。



影響

・先日、船橋市社会福祉協議会の担当者が買い物支援の
様子を見学しに来られた。

・市内の他地区（北部地域）の生活支援コーディネー
ター4名が見学に来られ、買い物支援に同行し、自地域
でも取り組みたいとの意見があった。

・厚生労働省の令和５年度老人保健健康増進等事業「養
護老人ホーム及び軽費老人ホームにおける地域共生社会
の実現に向けた取組の促進等に関する研究事業」の先進
事例ヒアリング調査の対象に選ばれ、軽費老人ホームの
地域貢献の取り組みについて詳細に報告した。



現在の動き
・大穴地区民生児童委員協議会（以下、「民
協」）定例会において、買い物支援を議題に挙
げ、事業協力に関して周知をしていただくこと
となる。

・大穴地区社会福祉協議会会⾧や、民協より、
買い物に関しての実態把握を、以前から検討さ
れており、民協主導でアンケート調査を実施を
する予定。

・地域ケア会議構成員の中で、事業に対する協
力体制が構築されてきている。



今後の課題
・現在は、車両台数の都合上、一部地区（大穴
北８丁目）のみのサービス提供となっているが、
他の地域の方から、「私も利用したい」との声
が聞かれている。修央会と千葉徳洲苑で車両を
増やしエリアを広げる事を検討中。
しかし、もっと多くの方を救うためには、他の
協力事業所を増やすことが必要。燃料費や人件
費等の補助があれば協力を検討してくれる
のでは？船橋市に対して、本事業の効果等
を訴求して協力してもらうこと等、
検討中。



地域ケア会議発
「買い物支援」事業の実施

～地区社協・地区在支・地区
事業所の連携～

ご清聴ありがとうございました

社会福祉法人修央会
軽費老人ホーム福寿荘

副施設⾧兼法人本部⾧ 石神 敏明
医療法人大穴徳洲会
大穴在宅介護支援センター
センター⾧ 大野 三夫

ひまわりネットワーク第２回実践発表会
令和６年２月１８日


